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続
年
数
に
応
じ
た
補
償
基
礎

額
で
算
出
す
る
が
、
同
じ
よ

う
な
家
族
構
成
で
の
比
較
で

は
、
大
差
は
生
じ
な
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
な

ど
に
も
、
消
防
団
の
協
力
を

得
な
が
ら
実
際
的
な
訓
練
を

取
り
入
れ
た
い
。

 

再
び
防
災
に
関
連
し
て

問①
港
南
中
学
校
体
育
館
建
設

に
、
避
難
所
と
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
思
想
導
入
と
、
生

活
弱
者
に
配
慮
し
た
多
目
的 伊予市消防団（出初式）

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

 

水
田
　
恒
二
　
議
員

防
災
最
前
線
の
消
防
団
を

ど
う
守
る
か

問　
東
日
本
大
震
災
時
の
消
防

団
の
活
躍
と
尊
い
犠
牲
か
ら

学
び
、
消
防
団
の
労
苦
に
報

い
、
来
た
る
べ
き
大
災
害
に

備
え
、
日
々
精
進
す
る
消
防

団
員
の
生
命
を
守
ろ
う
。

答
　
総
務
部
長

　

安
全
対
策
と
し
て
、
全
消

防
団
員
に
踏
み
抜
き
防
止
鋼

板
入
り
の
ゴ
ム
長
靴
を
支
給

し
て
い
る
。

　

公
務
災
害
補
償
は
、
消
防

職
員
は
給
与
基
礎
額
で
算
出

し
、
消
防
団
員
は
階
級
と
勤

ト
イ
レ
、
洋
式
ト
イ
レ
の
増

加
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
。

②
福
祉
避
難
所
に
備
蓄
を
。

③
庁
舎
で
の
総
合
防
災
訓
練

答
　
教
育
委
員
会
事
務
局
長

①
基
本
設
計
で
は
、
教
室
棟

と
屋
内
運
動
場
及
び
プ
ー
ル

の
間
は
、
車
椅
子
で
移
動
で

き
る
構
造
と
し
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
は
１
階
に
、
多
目

的
ト
イ
レ
１
カ
所
、
男
子
ト

イ
レ
は
洋
式
・
和
式
が
各
１
、

女
子
ト
イ
レ
は
洋
式
２
、
和

式
３
の
計
画
で
あ
る
。
プ
ー

ル
に
は
、
男
子
ト
イ
レ
が
洋

式
１
、
女
子
ト
イ
レ
が
洋
式

１
、
和
式
２
の
計
画
で
あ
る
。

温
水
シ
ャ
ワ
ー
は
職
員
用
と

し
て
１
カ
所
設
け
て
い
る
。

答
　
市
民
福
祉
部
長

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
４

カ
所
、
老
人
保
健
施
設
１
カ

所
と
福
祉
避
難
所
の
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

　

備
蓄
食
料
は
４
施
設
は
概

ね
３
日
分
、
１
施
設
は
１
日

分
、
飲
料
水
は
４
施
設
で
概

ね
３
日
分
程
度
備
蓄
し
て
い

る
が
、
１
施
設
は
保
存
設
備

の
建
設
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

紙
お
む
つ
な
ど
は
、
概
ね

３
日
分
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。

答
　
総
務
部
長

③
消
防
法
等
で
年
１
回
以

上
、
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
近
年
実
施
し
て

い
な
い
。
11
月
を
め
ど
に
訓

練
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

訓
練
内
容
は
、
火
災
を
中

心
と
し
た
も
の
か
ら
、
地
震

時
に
お
け
る
建
物
の
損
壊
や

事
務
所
内
什
器
の
転
倒
等
に

よ
る
被
害
防
止
、
来
庁
者
の

救
出
や
電
子
デ
ー
タ
の
保
護

を
含
め
た
総
合
的
訓
練
を
計

画
し
て
い
る
。

平
和
祈
念
資
料
館
（
室
）

の
設
置

問　
敗
戦
後
66
年
、
戦
争
体
験

者
（
軍
人
、
民
間
被
害
者
）

も
少
な
く
な
り
、
諸
所
の
資

料
も
散
逸
し
つ
つ
あ
る
。
記

録
や
資
料
の
収
集
保
存
を
通

し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
子
孫

に
伝
え
、
平
和
の
大
切
さ
を

訴
え
る
場
の
設
置
を
。

答
　
中
村
市
長

　

二
度
と
不
幸
な
歴
史
を
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

過
去
の
悲
惨
な
記
録
を
長
く

後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
を

強
く
感
じ
て
い
る
。
資
料
の

散
失
を
防
ぐ
た
め
に
も
写
真
、

手
紙
等
の
収
集
を
行
い
、
旧

校
舎
の
空
き
教
室
な
ど
を
活

用
し
て
、
平
和
記
念
資
料
の

展
示
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
議
会
に
お
け
る
答
弁

・
経
済
格
差
と
進
路
選
択

・
肝
臓
病
対
策


